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積雪

道幅が狭かった

積雪のため道幅が狭くなっていた

路線バスがカーブでスリップ

サイドミラーがスクールバスと接触

路線バスの運転手

「ブレーキを踏んだときに滑った」
２０２４年０１月１６日 １９時５３分

１６日朝７時すぎ、秋田県の県道で、路線バスのサイドミラーが対向車線

を走っていたスクールバスに接触しました。

けが人はいないということです。

現場は圧雪状態になった緩やかな左カーブの途中で、路線バスの運転手

は「ブレーキを踏んだときに滑った」と話していたということです。

また、道路は積雪のため道幅が狭くなっていたということで、警察は路

線バスがスリップしてカーブを曲がりきれずにスクールバスに接触したと

みて、詳しい状況を調べています。

警察は、路面に積雪があるときはカーブの前で十分に減速するなどして

慎重に運転するよう呼びかけています。


